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東京清掃労働組合退職者会機関紙

冬支度の小石川後楽園

　

１
月
25
日
、
小
石
川
後
楽
園
涵
徳

亭
で
「
新
春
の
集
い
」
を
開
催
。
会

員
25
名
・
準
会
員
２
名
・
東
京
清
掃

本
部
・
上
部
団
体
等
来
賓
４
名
の
31

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
、
昨
年
東
京
清
掃
よ
り
贈

呈
さ
れ
た
「
退
職
者
会
旗
」
を
掲
揚
。

や
は
り
旗
が
あ
る
と
引
き
締
ま
り
ま

す
。
東
京
清
掃
に
改
め
て
感
謝
。

　

集
い
は
、
庄
司
事
務
局
長
の
司
会

で
進
行
、
北
條
会
長
の
主
催
者
挨
拶

に
続
き
、
桐
田
東
京
清
掃
書
記
次
長
、

本
郷
自
治
退
都
本
部
会
長
、
岡
田
都

庁
退
会
長
よ
り
連
帯
の
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

元
委
員
長
の
堀
田
さ
ん
の
音
頭
に

よ
り
乾
杯
、
懇
親
に
移
り
、
昨
年
に

引
続
き
柳
副
会
長
に
よ
る
新
春
ク
イ

ズ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
な
に
や
ら

怪
し
げ
な
問
題
に
参
加
者
も
悩
み
通

し
で
し
た
が
、
何
に
で
も
爆
笑
で
き

る
の
が
清
掃
退
職
者
会
の
よ
い
と
こ

ろ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
す
っ
か
り
恒
例
に
な
っ

た
参
加
者
全
員
の
「
ひ
と
こ
と
」。

し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
と
て

も
「
ひ
と
こ
と
」
で
済
み
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。
健
康
の
話
し
や
病
気
の

経
験
談
に
は
身
に
つ
ま
さ
れ
、
地
域

活
動
や
下
請
・
非
正
規
労
働
者
支
援
、

労
働
者
国
際
連
帯
な
ど
様
々
な
分
野

の
活
動
報
告
に
感
心
し
、
現
在
の
世

清掃退職者会
新春の集い

相
を
憂
え
る
発
言
に
は
大
い
に
う
な

づ
く
一
方
、
や
っ
ぱ
り
失
敗
談
は
面

白
い
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
元
気
の

素
を
み
ん
な
で
分
ち
ま
し
た
。

　

初
参
加
が
準
会
員
含
め
６
名
と
多

く
、
中
に
は
退
職
か
ら
10
年
余
ぶ
り

に
再
会
し
た
会
員
も
い
た
り
で
、
今

年
の
集
い
の
雰
囲
気
は
い
つ
も
と
少

し
変
り
ま
し
た
。「
現
役
時
代
に
い

ろ
い
ろ
あ
っ
て
も
や
っ
ぱ
り
東
京
清

掃
は
一
つ
な
ん
だ
よ
」
と
い
う
し
み

じ
み
と
し
た
某
氏
の
発
言
が
今
年
の

集
い
を
象
徴
し
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
最
後
は
戸
張
副
会
長
音
頭
の

三
本
締
め
。
会
員
の
み
な
さ
ん
、
今

年
も
退
職
者
会
を
よ
ろ
し
く
！

主催者挨拶する北條会長
堀田元委員長の音頭で

乾杯！

東京清掃
桐田書記次長

自治退都本部
本郷会長

都庁退連合
岡田会長

参加者の多弁な「ひとこと」
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憲
法
（
第
25
条
＝
生
存
権
）
は
常

に
頭
に
置
い
て
対
処
し
て
い
る
。

(1)
平
成
24
年
の
被
用
者
年
金
一
元
化

に
よ
り
、
共
済
年
金
は
厚
生
年
金
に

統
合
さ
れ
、
共
済
年
金
の
職
域
部
分

を
廃
止
し
、「
年
金
払
い
退
職
給
付
」

が
設
定
さ
れ
た
。

(2)
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
で

指
摘
さ
れ
た
課
題
の
審
議
結
果
等
を

踏
ま
え
、「
持
続
可
能
な
社
会
保
障

制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
の
改
革
の

推
進
に
関
す
る
法
律
案
」
が
、
臨
時

国
会
に
提
出
さ
れ
た
。
法
案
は
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
保

障
機
能
強
化
、
世
代
間
・
世
代
内
の

公
平
性
確
保
の
観
点
か
ら
、
公
的
年

金
制
度
に
検
討
を
加
え
、
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
と
し
て
い
る
。
検
討
の

際
、
関
係
者
の
意
見
も
十
分
伺
う
。

〈
※
法
案
は
昨
年
12
月
５
日
に
成
立
〉

(3)
被
用
者
年
金
一
元
化
に
よ
り
公
務

員
も
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
の
で
、

自
治
体
勤
務
の
常
勤
職
員
も
非
常
勤

職
員
も
、
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
24
年
成

立
の
年
金
機
能
強
化
法
で
、
厚
生
年

金
へ
の
加
入
要
件
を
週
30
時
間
以
上

か
ら
20
時
間
以
上
に
緩
和
し
、
公
務

分
野
も
含
む
短
時
間
労
働
者
の
厚
生

年
金
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
。

⑷
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
、
将
来

の
現
役
世
代
の
過
重
な
負
担
を
回
避

す
る
観
点
か
ら
、
マ
ク
ロ
で
み
た
給

付
と
負
担
の
変
動
に
応
じ
て
負
担
の

範
囲
内
で
給
付
水
準
を
自
動
的
に
調

整
す
る
仕
組
み
だ
が
、
臨
時
国
会
提

出
の
「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

の
確
立
を
図
る
た
め
の
改
革
の
推
進

に
関
す
る
法
律
案
」
で
は
、
世
代
間

公
平
の
観
点
か
ら
、
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
に
基
く
年
金
額
改
定
の
仕
組

み
を
引
き
続
き
検
討
す
る
と
し
た
。

⑸
国
連
の
責
任
投
資
原
則
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）

の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
投
資
手
法
（
社

会
的
責
任
投
資
、
環
境
・
社
会
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
に
着
目
し
た
投
資
）
を
地

公
共
済
組
合
連
合
会
と
全
国
市
町
村

共
済
組
合
連
合
会
で
実
施
し
て
い

る
。
共
済
組
合
全
体
で
、
社
会
的
責

任
投
資
等
の
活
用
に
向
け
た
検
討
が

今
後
も
進
む
と
考
え
て
い
る
。

(1)
介
護
基
盤
整
備
の
推
進
の
た
め
、

地
方
財
政
措
置
や
、
臨
時
特
例
基
金

等
の
財
政
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
平

成
26
年
度
も
、
地
方
の
財
政
運
営
に

支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
適
切
な
措
置

を
講
じ
る
た
め
、
厚
労
省
に
所
要
の

国
費
の
確
保
を
要
請
し
た
。

(2)
平
成
26
年
度
概
算
要
求
で
東
日

本
大
震
災
被
災
地
域
の
介
護
基
盤
復

旧
・
整
備
に
、
厚
労
省
は
55
億
円
を

要
求
し
て
い
る
。

(3)
総
務
省
は
厚
労
省
と
連
携
し
介
護

基
盤
の
計
画
的
整
備
に
対
応
す
る
。

　

切
り
下
げ
ら
れ
た
生
活
保
護
基
準

の
復
元
を
要
求
→
回
答
な
し

　
市
町
村
の
徴
収
効
率
化
と
、
公
的

年
金
受
給
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
を
導
入
し
た
。
対
象
は
、
65

歳
以
上
の
２
割
強
。
夫
の
年
金
収
入

が
200
万
円
程
度
の
標
準
的
世
帯
は
基

本
的
に
税
負
担
は
生
じ
な
い
。

　

個
人
情
報
漏
洩
な
ど
の
防
止
施

策
、
使
用
目
的
の
徹
底
的
厳
格
化
な

ど
を
要
求
→
回
答
な
し

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
撤
退
を
要
求

→
回
答
な
し

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
抜
本
的
見
直

し
等
を
要
求
→
回
答
な
し

　

地
方
公
務
員
退
職
者
協
議
会
（
地
公
退
）
は
、10
月
31
日
、政
府
（
総

務
省
）
に
「
地
公
退
統
一
要
求
」
を
提
出
し
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

民
主
党
政
権
時
代
は
総
務
大
臣
政
務
官
が
応
対
し
て
い
ま
し
た
が
、

自
公
政
権
下
初
の
交
渉
は
、
公
務
員
部
長
を
責
任
者
に
関
係
官
僚
が
回

答
す
る
形
式
に
な
り
、
項
目
に
よ
っ
て
は
回
答
し
な
い
と
い
う
対
応
で

し
た
。
政
権
交
代
を
改
め
て
強
く
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

年
金
・
介
護
・
税
制
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
脱
原
発
等

 

年　

金

介
護
基
盤
整
備

 

税　

制

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

 

憲
法
理
念

 

生
活
保
護

社
会
保
障
・
税
番
号

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
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東
京
清
掃
は
独
自
に
「
春
闘
討

論
集
会
」
を
設
定
す
る
な
ど
、
従

来
と
異
な
る
春
闘
を
取
組
み
ま
す
。

そ
の
理
由
を
、
東
京
清
掃
の
染
書

記
長
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

自
公
政
権
と
人
事
院
は
、
国
家

公
務
員
の
給
与
減
額
特
例
措
置
の

終
了
（
３
月
末
）
や
定
年
延
長
を

視
野
に
入
れ
て
、
①
基
本
給
を
民

間
給
与
水
準
が
最
も
低
い
地
域
に

あ
わ
せ
、
都
市
手
当
で
措
置
す
る

「
地
域
間
給
与
配
分
」、
②
50
歳
台

後
半
の
給
与
を
引
き
下
げ
る
「
世

代
間
給
与
配
分
」、
③
現
業
賃
金
を

運
転
職
種
の
公
民
比
較
に
基
づ
き

引
き
下
げ
る
等
の
「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
」
を
提
案
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

現
業
労
働
者
に
と
っ
て
は
死
活

問
題
で
す
。
春
闘
期
か
ら
闘
争
体

制
を
確
立
し
、
学
習
決
起
集
会
や

春
闘
討
論
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

23
区
統
一
交
渉
で
現
業
人
事
制

度
の
改
善
を
要
求
し
て
も
当
局
は

「
各
区
か
ら
改
善
の
要
望
が
あ
が
っ

て
こ
な
い
」
と
う
そ
ぶ
き
、
要
求

に
応
え
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
な
ら
、
各
区
を
攻
め
よ
う

と
、
各
区
職
労
と
連
携
し
つ
つ
３

月
上
旬
を
目
途
に
、
各
区
要
請
を

行
い
、
闘
い
の
出
発
点
と
し
ま
す
。

　

清
掃
事
業
の
特
別
区
移
管
以
降
、

予
算
・
人
員
要
求
、
作
業
計
画
は

各
区
で
交
渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
は
、
作
業
計
画
の
ベ
ー
ス

で
あ
り
労
働
条
件
を
左
右
す
る
重

要
課
題
で
す
が
、
各
区
交
渉
は
必

ず
し
も
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
地
連
別
春
闘
討
論
集
会

で
各
区
の
闘
い
を
中
間
総
括
し
、

通
年
闘
争
と
し
て
の
取
組
み
の
強

化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

偽
装
請
負
で
あ
る
車
付
雇
上（
作

業
員
付
雇
上
配
車
）
が
増
え
て
事

実
上
の
委
託
化
が
進
み
、
清
掃
工

場
で
も
事
業
委
託
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。
こ
の
結
果
、
安
全
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
清
掃
事
業

の
質
が
落
ち
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
造
を
転
換
す
る
た
め
、

車
付
雇
上
の
実
態
調
査
や
委
託
の

問
題
点
指
摘
と
と
も
に
、
非
正
規

労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
の
闘
い

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
総
括
、
演
芸
鑑
賞

会
・
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
試
行
の
実
施
案
を
検
討
。

旅
行
部
会
で
は
親
睦
旅
行
の
総
括
、

次
年
度
親
睦
旅
行
の
企
画
を
検
討
し

ま
し
た
。
部
会
員
11
名
参
加
。

▼
12
月
19
日
、
自
治
退
都
本
部
幹
事

会
が
自
治
労
都
本
部
会
議
室
で
開
催

さ
れ
、
庄
司
事
務
局
長
（
常
幹
）
と

小
林
事
務
局
次
長
（
幹
事
）
が
参
加
。

役
員
の
任
務
分
担
と
東
交
退
と
の
組

織
検
討
委
設
置
な
ど
を
確
認
。

▼
１
月
15
日
、
都
庁
退
役
員
会
が
自

治
労
都
庁
職
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、

庄
司
事
務
局
長
（
幹
事
）
が
参
加
。

都
庁
退
学
習
交
流
会
の
都
内
開
催
、

旅
費
実
費
２
千
円
超
過
者
の
措
置
等

を
検
討
し
ま
し
た
。

▼
１
月
16
日
に
第
８
回
三
役
会
。
総

会
ま
で
の
行
事
や
中
期
展
望
等
を
検

討
。
三
役
全
員
参
加
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務
は
６
回
。

行
事
企
画
、
機
関
紙
・
定
例
連
絡
等

送
付
、
組
織
強
化
対
策
へ
東
京
清
掃

と
の
協
議
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

退職者会
活動日誌

＊
12
月
５
日
の
第
３

回
幹
事
会
以
降
１
月

16
日
の
第
８
回
三
役

会
ま
で
の
活
動
記
録
。

▼
12
月
５
日
、
幹
事

会
終
了
後
、
企
画
部

会
と
旅
行
部
会
の
合

同
会
議
を
開
催
。
企

画
部
会
で
は
紅
葉

現
業
賃
金
制
度
の
大
改
悪
を
許
さ

ず
、
予
算
・
人
員
・
作
業
計
画
の

各
区
交
渉
の
強
化
を
め
ざ
し
て

●
● 

東
京
清
掃
染
書
記
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

●
●

給
与
制
度
の
見
直
し

現
業
人
事
制
度
改
善

車
付
雇
上
と
工
場
委
託 インタビューに応える

東京清掃・染書記長

東
京
清
掃
「
当
面
の
課
題
」

各
区
交
渉
力
の
強
化
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東
京
清
掃
の
団
結
旗
開
き
は
１

月
16
日
、
清
掃
会
館
隣
の
ホ
テ
ル
・

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト
で

開
か
れ
、
23
区
・
清
掃
一
組
当
局
、

各
級
議
員
、
上
部
団
体
・
各
種
友

誼
団
体
と
本
部
・
支
部
あ
わ
せ
て

約
250
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

染
書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、

吉
田
委
員
長
は
主
催
者
挨
拶
で
新

年
に
あ
た
り
東
京
清
掃
の
闘
う
決

意
を
示
し
、
働
く
者
が
幸
せ
を
感

じ
る
社
会
の
建
設
を
訴
え
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
西
川
区
長
会
会

長
、
宮
本
自
治
労
都
本
部
委
員
長
、

佐
藤
特
区
連
書
記
長
が
挨
拶
、
恒

例
の
鏡
開
き
は
、
北
條
会
長
（
元

委
員
長
）、
星
野
元
委
員
長
、
西
川

前
委
員
長
、
庄
司
事
務
局
長
、
吉

田
現
委
員
長
と
当
局
側
理
事
者
に

よ
り
行
わ
れ
、
乾
杯
の
音
頭
に
際

し
北
條
会
長
は
「
平
和
の
大
事
さ
」

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
は
三
役
・
幹
事
７
名

が
参
加
、
ご
ち
そ
う
を
楽
し
み
つ

つ
も
、
各
地
・
各
方
面
の
参
加
者

と
交
流
す
る
中
で
、
支
部
・
地
連

東京清掃団結旗開き2014

参
加
者
な
ど
に
退
職
者
会
の
拡

大
協
力
を
働
き
か
け
ま
し
た
。

　

福
島
原
発
事
故
か
ら
３
年
経
ち
ま
し
た
。

今
な
お
15
万
人
も
の
福
島
県
民
が
避
難
生

活
を
強
い
ら
れ
、
事
故
収
束
の
目
処
も
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
安
倍

政
権
は
原
発
の
再
稼
働
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

原
発
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
た
め
、
３
月
８

日
か
ら
15
日
ま
で
全
国
で
「
Ｎ
Ｏ 

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
退
職
者
会
は

３
・
８
福
島
現
地
集
会
、
３
・
９
国
会
包
囲
、

３
・
15
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
集
会
」
に
取

り
組
み
ま
す
。
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
31
日
、
14

年
度
の
年
金
額
を
0.7
％
引
き
下
げ

る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
か
ら
、
99
年
〜
01
年

の
物
価
下
落
時
特
例
据
置
き
分
の

解
消
に
よ
り
１
％
減
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
総
務

省
調
査
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数

の
前
年
比
が
プ
ラ
ス
0.4
％
に
な
り
、

年
金
額
改
定
の
ベ
ー
ス
に
な
る「
名

目
手
取
賃
金
変
動
率
」
が
0.3
％
に

な
っ
た
た
め
、
減
額
率
を
圧
縮
し
、

0.7
％
に
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
名
目
手
取
賃
金
変
動
率
は
、
前

年
の
物
価
変
動
率
×
過
去
３
年

平
均
の
実
質
賃
金
変
動
率
と
可

処
分
所
得
割
合
変
化
率
で
算
出

　

下
げ
幅
は
、
国
民
年
金
満
額
受

給
者
で
月
475
円
減
、
厚
生
年
金
の

標
準
世
帯
（
夫
が
平
均
年
収
で
40

年
働
き
、
妻
が
専
業
主
婦
）
で
月

１
、６
６
６
円
減
に
な
り
、４
月
分（
６

月
支
給
）
か
ら
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
特
例
据
置
き
の
解
消
は

ま
だ
0.5
％
分
残
っ
て
お
り
、
来
年

４
月
に
引
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

福
島
原
発
事
故
か
ら
３
年

　

今
こ
そ
原
発
ゼ
ロ
の
実
現
へ

14
年
度
年
金
額
0.7
％
引
下
げ

昨年の 3.9 脱原発集会

　東京都知事選挙にあたり東京清掃と全労協
は宇都宮けんじ候補を推薦しました。一方、
自治労・自治退都本部は自主投票としました。
　今回の都知事選は、脱原発社会の実現と格
差をなくすために、東京から発信していく仕
組みをつくるチャンスです。

都知事選 東京清掃は
宇都宮候補推薦

西川前委員長　星野元委員長
　　　北条会長　　庄司事務局長 北條会長の音頭で乾杯


